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ストリートファッションにおけるヘアスタイルの変遷
-1980年-2009年の30年間の調査・分析-
穂、川来初子・渡辺明日香
Transition of hairstyle in trend on the streets 
-Investigation and analysis at 30 ye訂sfrom 1980 through 2009-
Mαriko HOGAWA alld Asuka WATANABE 
The purpose of this study is to examine the hairstyle and the change of the fashion item in 
the street-fashion. The investigation period is 30 years until from 1980 to 2009. We observed the 
street fashion in Tokyo and， based on the photograph， added it up. As a result the length of the 
hair. the long hair became more than 40.0%. The short hair was 20%. We examined the fashion 
item， the skirt held 56.9% and more than half by 1980's， but the ratios of underpants gradually 
increase. ln addition， inthe fashion taste. we examined the ratio of the casual fashion or elegance 
fashion， and understood that the casual fashions increased. We examined the difference in a 
hairstyle and the season of the item. As a result. there are many ratios with the medium hair 
and shot hair， and pants in the spring and summer. ln fal and winter， the ratio of the long hair 
and skirts were high. 
1.はじめに
「ファッションは時代を映す鏡Jといわれる。
ファッションと同様に，ヘアスタイルやメイク
についても.当時の社会背景や経済状況.世代
の価値意識などが反映されていると考えられる。
わが国のファッションの歴史を振り返ってみ
ると.第二次世界大戦後.西洋文化から多くを
吸収しその豊かな生活を積極的に模倣するこ
とに躍起であった。従って.ライフスタイル，
ファッションなど西洋の文化は全て憧れの対象
であり.ファッション同様，メイクやヘアスタ
イルも西洋を視座しつつ，多くの流行が生まれ
た。
日本におけるヘアメイクに関する考察として，
明治時代から平成までの女性のヘアメイクの変
のはじまりjによれば，元々着物を着ていた日
本人は，メイクもヘアスタイルも着物に合うも
のが主流で.女性の多くは長い黒髪を束ねた日
本髪に，白粉をつけ.紅をひくといったメイク
が一般的であったが，洋装化が広まるとともに.
それに合うメイクやヘアスタイルが誕生したと
ある。
さらに山本によれば，最初の洋装化メイクは
大正時代から始まり，その頃すでに，現在と同
様に目が大きいことがモダン美人の条件となっ
ていたとされる。江戸時代のいわば化粧マニュ
アルである f都風俗化粧伝jでは.大きすぎる
目は欠点とされ.小さく見せる化粧法が載って
いたということであり.大正時代は顔に対する
美意識に変化が生じた時代であった。
大正~昭和初期に出現したモダンガール(モ
還を考察した山本桂子の fお化粧しないは不良 ガ)はそれまで主流だった長い黒髪を，ショー
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トポプにして，日本の都市部を中心に「おかっ
ぱJを流行らせた。戦後.50年代に入ると，映
画女優オードリー・ヘップパーンを真似したヘ
ツプパーン・カットが大流行となり.60年代で
は，パーマをあてたショートカットやショート
ポプが主流となった。 1967年に来日したイギリ
スの人気モデル・ツイギーを真似たショートス
タイルやウルフカットが大流行し.70年代には
セミロングのレイヤーカットをプローで内側か
ら外側に流すサーファーカットが巷に溢れ.80 
年代には1980年にデビューした松田聖子の髪型
を真似た聖子ちゃんカットが一世を風臆しそ
の後，浅野温子や浅野ゅう子などの女優を模し
たロングのワンレングスやソパージュヘアに移
行していった。 90年代には.ヘアカタログやタ
レントの髪型をお手本とするだけでなく，ヘア
スタイルの個性化が生じ 毛先をすいて軽さを
だすシャギーヘア.ヘアカラーで全体を明るく
する茶髪，部分的に明るく染めたメッシュなど
が人気となった。現在では90年代後半に流行し
たヘアカラーブームも落ち着色黒髪や自然な
茶色が主流となっている。
以上のように，戦後から現在までのヘアスタ
イルを調べていくと，メイクもファッションも
時代とともに変化していったことが分かる。
グラント・マクラッケン著『ヘア・カルチャ
ー もうひとつの女性文化論jは，文化人類学
者の視点、でアメリカの女性のヘアについて扱っ
たものであるが，このなかで「髪型はファッシ
ョンとともに，自己イメージの形成や.その人
自身の気持の変化や性格まで変えてしまうも
の」と脅かれているo このことからも，女性に
とってヘアスタイルとファッションは.切り離
せない関係ということが読み取れる。
このように，欧米でも日本でも女性のヘアス
タイルはファッションと同様，自己イメージの
形成.他者への表象的な記号としての役割を担
い.欠かせないものとなっている。
こうした点をふまえた上で，本論では，ヘア
スタイルとファッションの関係性が，時代とと
もにどのような変遷を経てきたのか. 1980年~
2∞9年の30年間のストリートファッションの定
点観測写真を基に.ストリートファッションと
ヘアスタイルの関連性や変遷について.実証的
な把握を行うことを目的とした。
n.主な既存研究
髪やファッションに関する実証研究は.今日
まで色々な視点でなされている。既存研究の主
なものをあげると，ポーラ文化研究所の村淳・
高谷による「おしゃれ白書・97Jにみる現代女
性の髪色観」や，ポーラ文化研究所の村津博
人・阿保真由美による「アンケートにみる過去
10年間の現代女性の髪色観の変化J等がある。
これらの研究では，日本の女性の1991年~
2001年の問の髪色の変化を年代別にまとめてい
る。前者の研究結果では，茶髪に対して世間が
寛容になり，日本人は黒い髪で黒い瞳という固
定観念=こだわりが破られつつあり.黒い髪は
選択肢の一つで，自分で髪の毛の色を選ぶ時代
になりつつあるといった結論を呈示している。
後者の研究は，前者の研究のフォローとして発
行されたものであり.日本人はますます髪を染
めるようになり.色の選択の自由度が増してい
るとして.染毛率は調査結果の全体では3人に
2人，とりわけ24-29歳では4人に3人となっ
ていて，茶髪を許容する人は全体の88%といっ
た結果になったと示されている。
このように染毛率の割合や，髪色に関しての
研究はいくつかあるが.その多くはアンケート
調査による把握であり.なおかつ.髪型とファ
ッションの両者を数量的に把握・検討した研究
は極めて少ない。そこで本研究では.街の若者
をアトランダムに撮影して収集したストリート
ファッション写真を用い，ストリートにおける
髪型とファッションの変遷や.関連性を調べ
得られた結果を検討することで，ヘアスタイル
とファッションの結びつきについて考察を行う
ものとする。
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il.調査方法
3-]， ス トリートフ ァッショ ン写真によるヘア
スタイルとファッション分類
各tlの1，'1れた日の土l聡日または日曜日.ある
いは祝Uの13:00-16: 00の時間の1llJ.街頭で
定点在J!.iIIJを行った。同時に10代後半-20代の若
い女性を対象にした写nを織i詳しこの写真の
被写体ヘアスタイルとファッションを集計した。
ぬ彬地点および被写体数は.年代による若干の
ばらつきがあるが.1980jl:代は1.400人 (i'{谷 -
}J;(術 ・銀出 ・新術).1990年代は571人 (渋谷 -
}J;(術 ・銀!坐 ・代千¥IJ.I).2000年代はl目058人 (渋
谷 ・似術 ・銀出 ・代官11)であり，過去30年1]
の総;¥"1"3.029人である。調査項目は以下の表の
通りである。
3-2.集計.rJ'il
表1 ヘアスタイルの集計項目
援のiえさ ロング ストレート
)Iから1Ifil'l"1・にかかる長さ ウェープ
~それ以上 カール
アップ
ミディアム ストレート
サイド .耳.下から鎖竹ライ ウェープ
ン1ι カール
パック:)Iとあごの'1'11]- アップ
)Iにかかる私!度の長さ
ショー ト ストレ トー
サイド:耳下位 ウェーブ
パック:燃jー から2-3cm カール
.f~I\伎の JÆ さ アップ
Qkの 色 そのまま.茶髪.金髪.ポイン トカラー .
その他
表2 ファッションアイテム
ファッション スカート ミニ ミーディアム.ロング
アイテム I~ ンツ ショート クロップド.
フルレングス
ワンピー ス ミニ.ミディアム.ロング
アウター コートー ジャケットーブ
ルゾン ・パーカー.ニッ
ト.Tシヘ'ツ ・カットソ
一.タンクトップ ・キャ
ミソール.その他
?
?
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?
?
?
?
?ッ????
?
?? ??
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? ??? ?? ??
?
?
? ?
?
?
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?
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?
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?
?
?
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?
?
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トレンド
カジュアル エレガント
① 
ベー シ・ノヴ
IV.調査結果および考察
4-1. 30SI.QIUトータルのがl栄
4寸一1. 30~ 1: 1トー タルの握j診の;'m1t
1980:'1-'代-2000年代の髪引の変化と.フ ァッ
ション (ーヒにボトム)• ファッションテイスト
の変化を.ス トリ ー ト写点を悲に，測貸した。ス
トリ ー 卜写ょ'(の対象は.ファッションや流行に
関心が引い10代後半-30代ij・2ドの女性である。
髪型の謝慌をするにあたり. 援の長さを集計し
た。30年1トー タルの場合の紡*は.ロングへ
ア43.4%. ミディアムへア35.7%. ショートへ
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-ロンク ロミディアム 図ショー卜
図1 1980年代-2ぽ均年代の援のuさの;1'合
ア20.9%となった (1)(1 )。以も好まれている
のはロングへアであり.他)j. ショートへアは
2 ~，I~j純度という紡来であった
4-ト2.30"FIJトータルのファッションアイテ
ムとテイスト
次にファッションアイテム (ボトム)の変化
を示す。ぷ2に示したように.スカート.パン
ツ.ワンピースと例別の集計を行ったが.
図スカー卜 日パンツ
図2 1980~"代-2は均年代のボトムの割合
図カシュアル ロエレガント
図3 19剖~lqt-2α均年代のフ ァッ ションテイストの
')ITtJ{~ 
では.ワンピースはスカートに統合して.スカ
ートとパンツの割合を出した。これらの結決を
みると.スカートが62.6%.パンツが37.4%と
なった (1立12)。過去30年間のトータルでは.
スカートが約6・却を占めていることが分かる
さらに.ファッションテイストでは. }，毛3に
示すように.ファッションの傾向を 4つに分割
してその訓合を求めたが.ここでは.カジュア
ルとエレガントの割合を示す (凶3)。カジュ
アルファッションは56.7%.エレガントファッ
ションは43.3%となり.カジュアルフ ァッ ショ
ンが約6~，切でやや優位であった。 以上の結果.
1980年-2000年の30年間トータルでは.ロング
へアの髪型にスカート.そしてカジュアルなフ
ァッ ションがやや多数であったことが伺える。
4-2. 1980"1:代の結果と考察
4-2-]. 1 980"1:代の~3彰のí';1j合
1980年代の髭の長さを調べた結栄.ロングへ
アが40.0%.ミディアムへアが36.6%.ショー
トへアが23.4%となった(図4)030年川トー
タルと比べると.わずかではあるが.ショート
へアの制作がrzく.ロングが少ない結果であっ
た。1980年代には.男女雇用機会均等法の施行
などをPf"fJitとして.キャリアウーマンが登J)jし.
JliいJIパッドの入ったスーツを着た女性が出現
したl時代であり.ショートカットで楓炎とした
スタイルが好まれたことと結びつく。またフ
ァッ ション雑誌 ran-anJの提案するピギやコ
ム・デ ・ギャルソン. ピンクハウスといった
-ロング ロミディアム 図シ ョート
図4 1980年代の髪の長さの~lpJ1t
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DCプラン ドを苅こな した計者が現れ.テクノ
カッ トやショ トー ポフ'等のliiI1ir的なヘアスタイ
ルも好まれた。
他方，セミロングやロングヘアでは.1970年
代半ば以降から流行した.!J:.僚のファラ ・フォ
ーセットrl来のセ ミロングのレイヤーカ ットを
ブローで内側IJから外側にmtすサーフ ァー カット.
歌手の必m聖子を兵似た盟子ちゃんカット.ワ
ンレングスのス トレートヘアの流行も続いた。
こうしたワ ンレングスヘアの流行の影響で.
198011:代後半にはロングヘアの割合がmJJIした。
4-2-2. 1980年代のファッションアイテムとテ
イス ト
1980年イtのファッションアイテムをみると.
スカー トが70.2%.パンツが29.8%となり.30 
イl:jlJトータル (62.6%)よりも多い結果となっ
た (図5)。 ファッシ ョンテイストでは.カ ジ
ュアルファッション;l)t49.1%目エレガン トファ
ッションが50.9%とほぼI，;J数となり.30年!日lト
回スカート Bパンツ
図5 1980年代のボトムの仰IJ-(t
回カジュアル ロエレガント
図6 1980年代のファッションテイストの拘IJ-(t
ータルと比べると.エレカ・ン トファッションの
訓合が高い(1立16)。
1980年代のフ ァッション傾IlJ(ま.カ ントリー
ロマンティック測のピンクハウスや.よ1.¥を中心
としたii術的なコム ・デ ・ギャルソンのような
独特なデザインのファッションが受け入れられ
ていたと問l埼・に.ボディコンシャスなシルエッ
トのスタイル.ニュートラ. ハマトラのトラ ッ
ドファッションの流行が見られた。これらのス
タイルのいずれともに.ボ トムはスカートが主
流であり.本~1f.と.ifiなる *'1*となった。
4-3. 199011';代の結決と考察
4-3-1. 1990年代の髪形のjl則合
1980年代の髪の長さを調べた紡:lit ロングへ
アが41.0%.ミディアムヘアが38.3%.ショー
トヘアが20.8%となった。ロングヘアとミディ
アムヘアがわずかに 1-..fI.し. ショートヘアが減
少している (1刈7)。
かつて.映阿k艇やタレントを校i敬したヘア
スタイルが主流だったが.1990年代に人ると変
化が生じ.誰しもカtlIJじ髪型をよ しとするので
はなく.例別の似合う髪型が悦宗されるように
なった。そのきっかけとなったのが.1990年代
後半に台頭したカ リスマ美容師のブームである。
一人一人の髪質や顔に合わせた髭型を.巧みな
技術を ~~\;った美容師が提案したことで. l'iJ時期j
に同じヘアスタイ Jレが流行する傾向に的1二めが
かかった。その代わり.1990年代のへアの特徴
としては.宅先にシャギーを入れたり. 提を染
圃ロンク ロミディアム 図シ ョート
図7 1990年代の裂の長さの'，IqJ合
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めてIYJるくするなど.経くみえる髪型が主流と
なり.比較的毛hlの多い1;本人のよn控観は過去
のものとなった。このことは.染毛についての
調査とも符合しており. 1997年の~!!1Z:!容は76 .5
%となり.黒髪のままの人の割合 (23.5%)を
上阿ったことからも.1990年代後半に嬰色を明
るくすることが流行していたことが分かる。ま
た.これは「おしゃれr'h'r'97Jにみる現代女
性の控色観(村滞 ・23谷)での. 1997年では.
二人に一人が染めているという結栄が山たこと
と一致している。
4-3-2. 1990(，loイtのファ ッションアイテムとテ
イスト
1990年代のフ ァッションアイテムを訓べたが，
巣.スカートが58.4%.パンツが41.6%となり.
1980年代よりもスカートが減って.パンツの割
合が1Mえている (1~18)。 さらにフ ァッション
テイストをみると.カジュアルが60.2%，エレ
国スカート 目'"ンツ
図8 1990年代のボトムの;lpI介
図カジュアル ロエレガント
図9 1ω0年代のファ ッションテイストの抑11"
ガントが39.8%となり，1980年代と比較する
とカジュアルファッションの訓合がJ('1えている
(似19)。
1990年代には， 1989年の渋カジ (渋谷カジュ
アJレの略)以降.カジュアルファッ ションの隆
盛がみられ.紺プレの流行. トラッドファッシ
ヨンが注目を集める。1980年代に台顕したDC
プランドも衰退しキレカジ (きれいなカジュ
アル)や.フレカジ (フレンチ ・カジュアル)， 
イタカジ(イタリアン・カジュアル)といった
様々なカジュアルファッションが生まれた。
1980年代には. スカートスタイルが主流だった
が. 1990年代にはデニムをはじめとして.パン
ツスタイルが広まった。さらに1995年頃から.
渋谷を中心に女子市校生たちが台四し 19961f.
のファッション ・ピJレ「渋谷109Jのリ ニュー
アルとともに.世l!Llf的でセクシーなギヤJレファ
ッションが登場ファッションの低年齢化が進
んだ。他方.J;HNでは. IlTJ治:iilり.キャットス
トリート.議版社i笥.; 1廃材討の担数のエリアでス
トリート発のファッションが展IJflされ.カジュ
アル化に拍車がかかった。
Ij-Ij. 20001f:代の結果と;)5'~長
4-4-1. 2000年代の髪形の割合
2∞0年代の援の長さを調べた紡糸.ロングが
48.8%. ミディアムが33.2%. ショ ート が
18.1%となった (凶10)。調査JUJ1を通じて.
ロングへアの拘l令が1，~も rJjい紡*となり， 1980 
年代 (40.0%).1990年代 (41.0%)と約 4;'~J 
だったものが.2000年代に約半数がロングヘア
となり.日.5い支持が伺える。
1990年代には.カジュアル化の流れと.~ 1^ 々
に合わせた髪型が求められ.ヘアスタイルの多
機化が進んだが.2000年代には.その反動から
か.雑誌 iCanCamJのモデル ・蛇似友里や事l'
切もえなど.ファッション雑誌に控場するロン
グへアのモデルや読者モデルに慌れを抱く傾向
がみられ.ヘアスタイルもそれに倣ったものが
投場した。さらに. 1990年代に流行した明るい
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-ロング ロミディアム 図ショート
図1020∞年代の授の長さのi'則合
茶髪やポイントを染めたメッシュ.プリー チな
どのl脱色などは下火となり.ナチュラルブラウ
ンやダークブラウンなどの務ち新いたカラーリ
ングが好まれるようになった。
4-4-2. 2000年代のフ ァッ ションアイテムとテ
イスト
2000~jô{tのファッションアイテムをみると .
スカートが54.7%.パンツが45.3%となり.さ
らにパンツの;l則合がi付加lしている(1兎111)。パ
ンツの制合を続年でみると. 1980年代は29.8%.
1990年代で4l.6%であり上昇を続けている。ス
トリートフ ァッションの定点調査からも.2∞0 
年代には.ジーンズやショートパンツの日い支
持が伺えたことからも.結栄と一致している。
さらに • 2000jl-'代前半には.原宿の岩手~.を '1 1心
として.スカートやワンピースにデニムやショ
トーパンツを合わせるレイヤードスタイ lレが広
まったのも. パンツのlfJTJ率の土台加に繋がった
と考えられる。
図スカート 臼ノ〈ンツ
図1 2∞0年代のボトムの抑j介
回カジュアル ロエレガント
図1220∞年代のファッションテイストの川合
2000年代のファッションテイストを調べると.
カジュアJレが64.8%でエレガントの35.2%を凌
ぎ.1990年代よりもさらにカジュアルの割合が
m加している(1誕12)02000~1三代には. 位れ対
象である女優やモデルのIlIJでも.セレプカジュ
アルと称されたカジュアルスタイルが支持され
たり. レイヤードファッションや.ファストフ
ァッ ションブラン ドの支持等により.ファッシ
ョンのカジュアル化がさらに進行したといえる。
4-5. シーズン別の結*と考察
4-5-1. シーズン別の髭型の;IFJ{t
ここでは.30年1トータルのデータを. 3刀
-8月を称耳 (SS).9月~虫!ゴ|三2月を秋冬
(AW)とし シーズン別によ る髪型とファッ
ションアイテム.ファッションテイストの制令
を求めた(1立13.14)。
髪の長さでは.ぷuシーズンではロングへア
41.7%. ミディアムヘア36.9%.ショー トヘア
-ロング ロミディアム 図ショ}卜
図13 ~の泌さの仰IJ-(t (55) 
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固スカート目パンツ
図14 ボトムの割合 (SS)
21.4%であるのに対し 秋冬シーズンではロン
グヘア45.0%. ミディアムヘア34.5%. ショー
トヘア20.5%という結果になった。春夏シーズ
ンには， ミディアムヘアとショートヘアの割合
が多く.秋冬シーズンにはロングヘアの割合が
高くなった。日常的な感覚からも，気温や湿度
の高い春夏にはミディアムヘアやショートヘア
が好まれ，気温の低くなる秋冬にはロングヘア
が増加することが類推されるが，こうしたこと
がデータでも裏づけられた。
4-5-2. シーズン別のアイテムの割合
春夏シーズンでは，スカートが61.0%.パン
ツ39.0%であり.秋冬シーズンではスカートが
64.6%. パンツが35.4%という結果であった
(図15.16)。春夏にはパンツの割合が高く，秋
冬にはスカートの割合が高い。秋冬には防寒の
ためにパンツが増加すると思われるが.ストリ
ートファッションのコーデイネートをみても.
秋冬にはスカートとプーツの組み合わせが多く，
-ロングロミディアム固ショート
図15 髪の長さの割合 (AW)
国スカート目パンツ
図16 ボトムの割合 (AW)
秋冬のスカート優位に繋がっていると推測され
る。
以上.髪型とファッションアイテムについて.
季節差を調べた結果，春夏シーズンには短かめ
の髪型とパンツが増加し秋冬シーズンにはロ
ングヘアとスカートが多くなるなど.季節に応
じた変化がみられることが分かつた。
v.まとめ
東京都内の主要な繁華街である.原宿.渋谷.
銀座.代官山.新宿において，ストリートファ
ッションにおける髪型とファッションアイテム.
ファッションテイストの関連性について調査し
た。調査期間は. 1980年-2009年の30年間であ
り，以上の結果から次のことが明らかとなった。
第一に髪の長さについて調べた結果. 1980年
代. 1990年代.2000年代の各年代でロングヘア
が4割以上占めた。ミディアムヘアは3割-4
1JtJの聞で，ショートヘアは2割弱という結果だ
った。顕著だったのはロングヘアの割合であり.
2000年代に入るとロングヘアの支持が上がった
点であるo
第二にファッションアイテムとファッション
テイストの集計結果より以下のことが分かつた。
スカートとパンツの比率を求めると. 1980年代
ではスカート:パンツが7: 3. 1990年代には
6 : 4となり.2000年代には5.5:4.5となり.
パンツの割合が次第に高まっていることがわか
った。また.ファッションテイストの結果から
も.カジュアル:エレガントの割合が. 1980年
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ストリートファッションにおけるヘアスタイルの変避
代には5: 5. 1990年代には 6:4.2000年代
には.6.5: 3.5と，漸増していることが明らか
となった。
第三に髪型とファッションアイテムの季節差
を調べたところ，春夏シーズンではロングヘア
41.7%. ミディアムヘア36.9%. ショートヘア
21.4%であったのに対して.秋冬ではロングヘ
ア45.0%. ミディアムヘア34.5%. ショートヘ
720.5%という結果になり，秋冬のロングヘア
支持が伺える。ファッションアイテムでは，春
夏がスカート61.0%.パンツ39.0%に対し.秋
冬がスカート64.6%.パンツ35.4%となり.春
夏ではパンツが多く，秋冬ではスカートが多い
という結果であった。その差はわずかではある
が，髪型もファッションも季節に合わせた選択
がなされていることがわかった。
今回の調査対象としたのは. 10代後半--20代
前半の若い女性であり，こうした若年女性のロ
ングヘア志向を裏付ける結果となった。前出の
fヘアカルチャーjで.著者のマクラッケンは，
女性は年をとると，髪が短くなるという法則を
示し大学まではロングヘアでその後はショー
トヘアとなると書かれている。また.髪の毛を
短くすることは年をとった女に起こるべき変化
とあり，年齢とともに顔の輪郭が変わるので.
ロングヘアが必然的に似合わなくなるとしシ
ョートにせざるをえないと論じている。他方.
髪のダメージなどは時に年齢の問題だけでなく.
老化=ショートヘアというのは間違った見方と
も示している。いずれにしても.ショートヘア
は成熟のしるしであり.女性が虚栄心と若さへ
の関心を放棄したことをあらわすーっの方法で
あると述べている。
日本では平安時代から安土桃山時代において.
女性の髪は黒くて長いほど美人とされており.
日本のヘアスタイル史にショートヘアが入って
きたのは1920年代以降.80年間の歴史しかない。
その名残であろうか.ロングヘアは現在でもし
ばしば女性らしさの象徴とされることがある。
ただし他方では，パンツスタイルの割合が
高まり，カジュアルなテイストが求められてお
り.ファッションそのものがユニセックス化し
ているなか.ロングヘアを女性らしさのよすが
としているのかも知れない。
かつて. 1980年代には，キャリアのある女性
は肩パッドが入ったパワースーツを身にまとい，
男性と肩を並べて.あるいは男性を超える仕事
を行うことで社会進出に乗り出した口そして
1990年代のカジュアル化の流れを経験し， 2000 
年代に入っては.ファッションがさらにカジュ
アル化するなかで、ロングヘアの割合が増加し
ている。これはロングヘアの記号性が従来の画
一的なものから変化し ヘアアレンジやカラー
等でバリエーションが広がり.ロングヘアのイ
メージも多様化していることの反映ととらえる
ことができるo
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